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要旨 
我々は、集団内のメンバー同士が他文化に対する理解を深めるだけでなく、異なる集団
間で交流を行うことにより、集団間で異文化理解をより深めていく教育実践を試みてきた。
本稿の目的は、この教育実践をより広げ、今後の教育実践法として検討していくための基
礎資料にするため、実践教育の過程をまとめ考察することである。交流授業は、日本と韓
国の大学がペアになり、まず、それぞれの授業で同じドキュメンタリー映画―「あんにょ
ん・サヨナラ」を視聴し、①集団内（日本の授業内、韓国の授業内）での意見交流、②感
想文交換による集団間（日韓）での意見交換と互いの「感想」に関する意見交換を行い、 
③まとめの講義で解説をしながら、互いの認識がどのように異なるかを検討し、相互理解
のための方向性を一緒に考えるやり方で行われた。これらの授業の流れや内容をまとめ、
実践授業の意義や今後の課題に関して考察を行った。 
 
１ 目的 
 一方ではグロバル化が進み、もう一方では地域紛争も絶えない現代社会において「異文
化理解」「多文化共生」「世界平和」への価値観と実践活動が強く求められており、教育現
場においても様々なレベルや形の授業の取り組が試みられている。筆者（呉）の勤務校に
も「国際・世界・異文化理解」を目的とする科目がいくつもある。 
 しかし、実際に「異文化理解」を掲げる教育・研究などで取り上げられるのは、個々人
の異文化集団への理解や適応、また、異なる背景を持つ生活者同士の個人的な関係調節の
レベルにとどまることが多い。現代社会における異文化理解の問題は「個人の文化理解や
適応」や「個人間の関係調整」の水準ではなく、文化的な「共同性」を生きる「諸個人」
が構成する「集団」間の関係調整、すなわち「集団間異文化理解」という水準で把握され
る必要がある（呉・高木・伊藤・榊原・余語, 2012）。 
 集団間異文化理解の視点で行われた活動として、山本・伊藤（2005）、伊藤・山本（2011）
の「円卓シネマ活動」があげられる。その活動は、異なる文化的な背景を持つ者が集まり、
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同じ映画を視聴したあと、映画に関する違和感や共感などを話し合うことによって行われ
る。その話合いのなかで、他者（達）に映る自分（達）の様子や、自分（達）に映る他者
（達）の様子が異なることに気づき、改めてリアリティティが伴う他者との出会に直面す
る。違和感や葛藤や共感のなかで徐々に他者（達）と自分（達）を強く意識しながら、互
いに異なる他者たちと共に生きることという課題に直面していく。 
 つまり、円卓シネマ活動では、同じ物事を捉えながらそこに立ち現れてくる「ずれ」「違
和感」「葛藤」に着目することにより互いの「対の構造のなかでのディスコミュニケーショ
ン」に気づいて初めて新たなる他者（達）と出会い、共生を考えざるを得ない状況に置か
れるのである（呉, 2011）。このように異なる視点と直面することにより互いが今までとは
異なった形で見えてくることを「歪んだ合わせ鏡」の構造とも言う（呉・高木他, 2012）。 
 このような視点に基づいて、日・韓・中・越（ベトナム）の大学授業で、直接対面した
対話、またはインターネットによる対話、感想文の交換などを用いて結ぶ 2か国間の集団
間対話実践を試みる国際共同研究を、科学研究補助金の交付を受け、2010 年度から 2012
年度まで行った。本共同プロジェクトでは日韓ペア、日中ペア、日越ペアがそれぞれ交流
授業を行いながら「集団間対話」による「集団間異文化理解の生成」について検討してき
た（呉・高木他, 2012；榊原・片・高木, 2012）。本稿では、今後、理文化理解授業の教育
実践法について検討していく基礎資料にするため、日韓ペアで試みてきた交流授業の内容
や過程をまとめ、授業の意義や今後の課題について考察を行うことを目的とする。 
 
２ 方法：交流授業までの経緯と授業の手順 
（１） 日韓交流授業に至るまでの経緯 
 本稿で紹介する日韓交流授業は、科学研究費獲得によって 2010~2011年度に実施可能と
なったが、それ以前の 2004年度から 2009年度までは、第一著者である呉が「東アジア比
較文化論」４）という授業のなかで日本人学生と留学生を交えて集団内対話を試みてきた。
東アジア比較文化論の授業は、山本・伊藤（2005）が主催する「円卓シネマ活動」に参加
しながらアイディアを得て実施するに至った。 
 2004年度から実施してきた「東アジア比較文化論」の授業のやり方を簡単に述べておく。 
この授業は、他の授業と同じく、週に 1回 90分授業を 15回実施される。文化理論や関連
する事例の講義が数回入るが、それ以外は全部映画を素材にして実施される。中国、韓国、
日本の映画を見た後、最後に日韓共同制作のドキュメンタリー映画を用いてきた。一回分
の授業 90分では映画を見終えないので、授業 2回にわたって映画を視聴する。2回目の授
業の後半にグループ討論を行い、授業後提出された学生のレポートを用いて 3回目の授業
は講義形式で行う（表１参照）。 
表１で示したような流れで、3～4回の授業が一つの映画に対する一セットとなる。この
セットとなる授業を、中国→日本→韓国→日韓共同の映画の順に繰り返し、最後に期末課
題として学生にはテーマを決めて 3000字のレポートを書くことが義務付けられる。本  
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表１ 東アジア比較文化論の＜一つの映画を用いた授業の一セット＞の流れ 
授業進行の流れ 直接間接の対話が生
まれるところ 
＜1回目の授業＞ 
1．映画に関する背景やポイントを簡単に説明 
2．映画視聴後、10cm×12cm 程度の紙に違和感がある部分や感想
を書いて提出。 
＜2回目の授業＞ 
3．前回見たところまでの感想を、名前を公表せず編集し、授業が
始まる前に全員に配られる。 
4．映画が見終わったら、前回と同じように短い感想を５分くらい
で書く。 
5．7-10 名程度のグループをつくり、与えられたテーマについて意
見交換を行う。 
6．学生は、2 回目の授業後、指定された日韓中越の他人の感想や
配られる資料を読んでから、1000 字程度に感想をまとめて 5 日以
内に提出する。 
＜３回目＞ 
7．教員は、全員の 1000字レポートを読み、学生の多様な考え方が
分かるようにいくつかのカテゴリに分けて編集し、紹介する。 
8．映画やグループ討論と関係する理論や事例を必要に応じて紹介
する。 
９．場合によっては、またグループになり各レポート・資料と関連
するテーマを決めて意見交換を行う。 
・3と 5で、間接直接
的な対話を通して、互
いの考え方の同異に
ついて考える。 
 
・6で、受講生ではな
い日韓中越の他の
人々の意見を読むこ
とにより、自分（達）
と他者（達）の同異に
ついて考える。 
 
・7と 8で、受講生同
士、また、学生と教員
の対話としての授業
が行われ、認識の同異
について考える。 
 
 授業で用いてきた映画と日韓交流授業で対話を試みた映画について表 2で示す。 
 この一連の授業のなかで、①作品と受講者、受講者同士の対話、②提示される資料を読
むことによって他の国の人々の意見と自分との対話（1000 字レポート）、③①と②を含ん
だ状態での韓国籍教員（呉）と日本籍の受講生と留学生の受講生の対話を行うことになる。 
 
 表２ 対話を試みる授業で主に用いてきた映画 
映画名（制作国） 議論になった主なトピ
ック 
全体的議論の傾向 
1．あの子を探して（中
国） 
お金をめぐる態度・価
値観の違い。 
留学生は映画の場面について理解を示す
場合が多いが、日本人学生は映画のなか
の場面一つ一つに驚き、行動全般におい
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て日本の一般的な捉え方とは異なること
に直面する。 
2. Shall We ダンス
（日本） 
やさしさの表し方、人
間関係の距離感 
日本人学生が当たり前すぎる日本の様子
に何の違和感もなく受け入れるが、留学
生は特に人間関係の取り方について反論
を示す。 
3.友よ～親旧（韓国） 友情の成就と破たん、
人間関係の距離感 
ぶつからない日本とぶつかりすぎる韓国
というイメージが浮き上がる。 
４．あんにょん・サヨ
ナラ（日韓共同） 
第二次世界大戦や靖国
神社をめぐる日韓の認
識・捉え方の違い 
戦争や歴史に対する実史・正史に焦点を
当てるのではなく、映画のどのような場
面で自分が傷つく気持ちになるか、現在
の日韓中学生の認識がどう異なるかを中
心に考える。 
５．風の丘を越えて～
西偏制（韓国） 
韓国の民族情緒「ハン
（恨）」 
パンソリという音楽のジャンルの理解
と、「ハン（恨）」をどう理解するかに焦
点を当てる。 
注.  映画の内容や論点に関する詳細は山本・伊藤（2005）,伊藤・山本（2011）を参照。 
 
（２） 日韓交流授業で用いられた映画「あんにょん・サヨナラ」について 
 両国の授業における時間調節と翻訳・通訳の制約があるなかで、効率的に日韓交流授業
を展開するため、適切な素材の選定が必要であった。そのため、いくつかの映画を用いて
上映会を行い、意見交流を試みた結果５）、「あんにょん・サヨナラ」を日韓の交流授業で用
いることにした。その理由は、いくつか試みた映画作品のなかでも、「あんにょん・サヨナ
ラ」は、「歪んだ合わせ鏡」の構造（呉他, 2012）がもっとも現れやすく、対話実践のなか
で激しい情動体験が伴うなかで他者と直面しやすい素材であったからだ。伊藤・山本
（2011）の本に、姜英敏氏がまとめた映画の背景とあらすじを一部変えて以下に記す。 
１）「あんにょん・サヨナラ」の背景 
韓国の民族問題研究所と、日本太平洋戦争被害者補償推進協議会が共同制作に立ちあが
り、韓国人の金兌鎰氏と日本人の加藤久美子氏が監督を務めて制作されたこのドキュメン
タリー映画は、李煕子さんという 63 歳の韓国人女性の物語をとおして、彼女の細い肩で
は背負いきれない重い歴史の課題を描いた。父の靖国神社への合祀を取り消すための訴訟、
そして彼女の訴訟の過程で常に後ろに立ってくれた古川雅基さんという日本人をはじめと
する多くの日本人支援者。おかげで煕子さんは日本という国への限りない「限（ハン）」を
昇華させ、日本人支援者にたちとともに戦争被害者を助ける仕事に携わることになる。 
 日韓両国が過去の傷を治療し、平和な未来に向けた新出発の道を歩むためにはどこから
始めればいいのかと非常に大事な課題を提示してくれたこの映画は、2005年第 10回プサ
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ン国際映画祭のワイドアングルジャンルではトップのウンパ賞を受賞した。また同年、山
形国際ドキュメンタリー映画祭でも上映され、観客の心を動かし、考えさせた。 
―「我々には言葉の壁はあるかもしれないが、人間としての壁などない」 
2）「あんにょん・サヨナラ」のあらすじ 
 63歳になる煕子さんにはお父さんに関する記憶がない。あるのは一枚の写真だけだ。お
父さんは煕子さんが幼いころ日本軍に徴用され、戦場に行ったきり戻らぬ人となった。当
時父の死について日本政府からは何の通知もなく、彼女が父の死の詳細情報を知るのは
1990年代に入ってからのことだ。父は中国の南のある村で戦病死し、遺族の知らないうち
に靖国神社に英霊として合祀されていたと聞かれたのである。煕子さんは靖国神社を対象
に合祀取り下げ訴訟を起こしたが、敗訴。靖国神社から父を取り戻す執念に燃える彼女が
古川雅基さんに出会ったのは、1995年、阪神・淡路大震災の頃であった。神戸の廃墟に立
ち、数千人の死を目の前にして、煕子さんは「・・・罰が当たったのだ」と述壊する。そ
のような彼女を古川さんが理解できたのは数年後のことだったという。 
 韓国人戦争被害補償支援をする市民団体のメンバーの古川さんは、その後彼女を支える
重要な支援者となった。2 人はお父さんの戦死した中国の広東省の村までたどりつき、必
死でお父さんの足跡を探る。雨のなか、お父さんの染んだ場所で 60 年ぶりに祭祀をささ
げながら思わず号泣する煕子さん。古川さんは黙って傘をさしかけてあげるだけだった。 
 戦争責任をしばしば否定する政治家と靖国神社参拝を繰り返す総理大臣、靖国神社を守
ろうとする右翼団体の勢力がだんだん大きくなっているなか、それに立ち向かって戦う煕
子さんと古川さん、そして彼らを支援する市民団体、その戦いは熾烈であった。「戦争でな
くなったからは無条件で靖国神社に祭られることになっております」「いったん合祀されま
すとそれを取り消すことはできません。」靖国神社は一行に対し、靖国神社合祀から取り下
げることを拒否し続けた。彼女らが靖国神社で抗議活動を行う際には、靖国神社支援団体
や個人から「薄汚い朝鮮人は帰れ！」などの罵声を浴びせかけられたり、暴力を受けたり
もした。 
 しかし、この先の見えない戦いのなか、煕子さんの表情はだんだん明るくなった。彼女
を支えてくれた古川さんとたくさんの日本人支援者から彼女は無限の力をもらったのだろ
う。 
３）「あんにょん・サヨナラ」を用いた交流授業の手順 
 2011年度の東アジア比較文化論では、中国、日本、韓国の映画に関しては、授業内での
対話・交流であったが、日韓ドキュメンタリー映画「あんにょん・サヨナラ」をとりあげ
た４週間（11 月中旬から 12 月中旬まで）は、韓国の大学生との感想文交流が付け加えら
れた。韓国の大真大学の崔順子氏が正規授業外の活動として交流会に参加する学生を募集
し 5人が集まった。日韓それぞれ映画を見た１次感想を相手国に送り、相手国の感想を読
んで２次感想を書き交換した。 
 日本では授業中に 2 週間にわたり一緒に映画を見た。2 週目の授業で映画を見終わった
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あと、40 分程度グループ討論を行った。グループ討論では、「①学生のみなさんは、戦争
関連の当事者ではないが、「日本人」としてあるいは「韓国人」「中国人」「○○人」として、
映画をみながら「○○人として自分が傷づいた」と感じられた場面はありましたか。どう
いう場面ですか？②この映画を見るとき、あなたは自分が当事者のような感覚でみました
か？他人事のような感じでしたか。③そのほか、総合的に感想を書いてください。」と書か
れたシートに簡単に書いたあと、グループで意見交換を行った。 
授業の終わりに韓国人学生や他の資料を配布し、それを読んで 1000 字程度の感想を 1
週間以内に提出してもらい、そのなかから 6 名分を韓国へ送った。3 週目に提出された学
生のレポートを用いて紹介し、4週目にまとめの講義を行った。６） 
 
３ 結果：交流授業で取り上げられた内容と感想 
（１）映画視聴後授業時間に書いた一次感想 
 映画を見終わってから、各自の感想を紙に書き、それをもとにグループで意見交換を行
った。表 3は、全員の感想を見て、筆者（呉）が 3つのカテゴリに整理し次の授業で紹介
したものの一部である。 
表 3で示したように、日本人学生の映画視聴後の感想はさまざまであるが、大きく三つ
の視点・姿勢として捉えることができる。一つ目は、○A 「強い自己防衛」と書いた部分で
あるが、「日本は悪いことをしたのではなく、他国の教育の間違ったせいである。他国の教
育を鵜呑みにして自国を嫌うのは自虐的だ」という視点・姿勢である。もう一つは、その 
 
表 3 映画視聴後授業時間に書いた短い感想 
○A強い自己防衛 
否定されることに反撃姿勢 
○B気づき・切実な願い・疑問 
間で悩み続ける姿勢 
○C日本人としてのやるせなさ 
過去を重く背負う姿勢 
 
①「日本は戦争の加害者では
ない」僕の考えは、靖国神社
に名が刻まれている人々は
命を懸けて日本を守ってく
れた英雄だと思っている。も
ちろん日本が戦争の加害者
などとは思っていない。韓国
では盛んに反日教育がされ
ているが、言語道断である。
それにとどまらず近年日本
でも日本が悪かったなどと
歴史の授業などで教える始
①「日本だけせめないで～」 
戦争は確かに良いとは言え
ない。家族が親族を失うと残
された人達がかわいそうだ
と思った。日本は戦争中では
ひどい事をしたかもしれま
せんが、だからと言って日本
だけ責めるのはどうだろう
と思いました。 
②「日本人全部じゃない」「日
本は悪いことをした」という
よりも「悪い日本人もいた」
①「右翼理解できない・ショ
ック」いまだに天皇は神とか
言っている右翼がバカバカ
しくて、しょうがなかった。
天皇のために死ぬのが名誉
とか言っても結局ただ死ぬ
だけ、何の意味もない。ヒジ
ャさんに帰れ！なんて日本
人が悪いのによく言えるな
と思った。私が生まれて住ん
でいる日本はこんな国なの
かととても嫌な気持ちだ。戦
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末である。このような人達が
増えると日本国はつぶれる
のではないかと危機感を持
っている。最後に僕は、日本
は素晴らしい国だと言いた
い。 
 
②「イ・ヒジャさん側の意見
に偏っている」イ・ヒジャさ
ん側の意見を聞いていると
彼女らは、歴史についてとく
に軍事的な部分など、地政学
的な要因や当時の国勢情勢
など一切理解しようとして
ないんじゃないかと感じた。
問題提起が偏ってはいない
かと思ったので、しっかり歴
史を知りたいと思った。 
だと思う。一般人は何も知ら
ないまま戦争に巻き込まれ
たのであって、全ての日本人
が悪かったのではない。戦争
が終わって初めて、日本のト
ップにいた人たちが何をし
たのか・させたのか、民間人
は知ったのだと思う。 
③「自分が生まれる前のこ
と」私が生まれる前に起こっ
た太平洋戦争。残された映像
や写真などでしかわからな
いけど、遺族や子孫の方々が
今も苦しんでいて大変だと
思った。朝鮮の人々はひどく
日本を憎んでいたけど日本
人として朝鮮の人は愛国心
が強いからちょっとなー 
争で今もたくさんの人を傷
つけているなんて思わなか
った。例え、私が必死に謝っ
ても全く意味がないと言わ
れても謝らずにはいられな
い。辛くてしょうがない。 
②「新たな認識」靖国問題に
対して、今までは個人的に参
拝するのであれば、それがた
とえどのような立場の人間
だろうと関係ないと思って
いいましたが、外国の人から
見ると、それは考えられない
ような行為なのだと思いま
した。また、靖国神社で行わ
れていた 8 月 15 日の様子が
信じられないくらいショッ
クでした。 
 
正反対の視点・姿勢で、○C 「日本は確かに加害国であり、その国に生まれたことが誇りに
思えなく、他国に申し訳ない、徹底的に謝るべきである」という視点・姿勢である。さら
に、最後は○A と○C の間の○B である。○B は、「過去の歴史的事件・事実は認めつつも、その状
況に置かれざるを得なかった一般の日本人の立場、戦争には直接かかわってない子孫であ
る自分たちが攻め続けられることの悲しさや苛立ち」を表す視点・姿勢である。厳密に数
えたわけではないが、大体○A が 1割、○C が 2割、○B が 7割程度であった。人数の割合がも
っとも多かった○B の感想を表 4に加える。 
 
表 4 置かれた立場を受け入れつつ、今後の方向性を探る 
「日本が起こしてしまったことに対して」 
・日本人である以上一生抱えていかなくてはいけない問題だと思う。このことに関しては
日本に生まれたことは誇りに思えません。 
・他国の人々が日本人を恨んだりしていることに関して、関係ない世代だとしてもそのよ
うに見られてしまうのは心が痛いものです。世代が違えどもこれをもう二度とおこさない
ように努めるのは日本の宿命です。 
・他国もこの立場を理解して許してはくれないだろうか。日本人だからと言って差べつさ
れる側の気持ちも理解してはくれないだろうか。 
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「仕方なく無理矢理やさられた兵士もいるだろう」 
・もし、私が反対の韓国側の立場にあれば、絶対に抗議の気持ちを持つと思う。 
・現在の私たちがすべきことは、おそらく、かつての虐殺をおこなった人々の代わりに、
その事件についてちゃんと知るという姿勢を持ち、謝罪の気持ち、当時の出来事を忘れな
いことであると考えます。 
・当時虐殺をおこなった兵士たちのなかには、それに反発する気持ちを持っていた人々も
いたかもしれない。 
・自国が行った悪い歴史についてしっかり向き合い、反省し、また同じことが起きないた
めに、互いに歩みよる姿勢が求められると思います。 
 
表４に書いてある感想を読むと、国家によって起こされた事に対して、一個人として拒
否できず、遂行せざるを得なかった部分の可能性を想定し、一般人の個々人が「悪」のイ
メージとされ責められている状況に置かれなければならないことへのやるせなさや他国人
への理解を求めていることが感じられる。 
以上の日本人学生の感想のなかから○B と○C の視点で書かれたものを 3人分ずつ送り、韓
国からも 5人分の感想文が送られてきた。 
（２） 韓国から送られてきた一次感想 
 韓国から 5人の学生の感想が送られてきたものを、全部は載せられないが一部要約して
表５に載せる。韓国での参加者は 5人のみなので、より大人数のなかでの考え方の違いや
傾向は交流授業からは把握できないが、5 人分の感想文がどういう点に焦点があてられて
いるかを中心に表 5にまとめる。 
 表 5で示したように、韓国人大学生の感想文からは、戦争や靖国と関連した日本の政府
の発表や対応には納得しないが、映画で紹介されているイ・ヒジャさんを手伝ってくれて
いる古川さんと他の人たちの姿を見てとても感動し、国としての日本と一般の個々人につ
いての認識を新たにしている点や、韓国のマスコミから十分に伝えられてなく悪い部分の
方が浮き彫りになりやすく、それに影響を受けている自分の認識について言及されている。 
 
表 5 韓国の大学から送られてきた感想文の要約 
捉えられたテ
ーマ 
韓国の大学の感想文の一部 
①映画を見た
時点の情動的
反応 
・熱いものが流れた。これが目から出てきているのか、胸から流れ出
ているのかわからなかった。周りをみたら、みんな暗闇のなかで目を
光らせていた。 
・映像を見ている間ずっとそして見終わってからも、悪口が口から止
まらなかった。となりで一緒に見ていた友達も同じだった。私の考え
を聞いた日本人は自分の国日本についてもう一度考えてみてほしいで
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す。 
②戦争と関連
して 
・西洋がアジアを侵略してきたことに対して、アジアを解放するため
に戦争を起こしたという日本の（一部の）変な考え方は本当に理解で
きない。 
・映画の中で古川さんが、家の中では立派なお父さんであったはずな
のに日本軍が南京ではどうして残虐な虐殺を起こしてしまったのかに
ついて疑問を抱く。私も日本近代史を勉強しながら、きっと日本の中
では立派な首相である伊藤博文、原敬のような方が、なぜ植民地問題
では残酷な帝国主義の様子だったのか疑問だった。 
③靖国神社と
関連して 
・私は、靖国神社はもちろん、普通の神社につても正確には知りませ
んでした。神社参拝が問題になっていることは知っていたけど、わた
しとは関係のないことだと考え、そのまま無神経に流していました。 
・国家のために死んだ人々を神として祀っているけれども、その神に
ついてもう一度考えてほしいです。戦争の犠牲者たちを通して戦争を
反省することよりもむしろ英雄的な行為として美化していることを。 
・もちろん日本人なら天皇万歳を叫び靖国神社に祀られていることを
栄光として捉えることもあり得るかもしれない。しかし、強制徴用さ
れた人々は違うのである。彼らは死んでからも故国に戻れないでいる。
その可憐な魂を離してくれてもいいのではないか。 
④感動をくれ
た日本人、自分
の認識の変化 
・イ・ヒジャさんを手伝ってくれる方がおり、また他のところでもこ
のようなことを正しく立て直そうとする日本の方がいたということに
本当に驚きました。 
・日本の文化は好きでありながら、日本人に対しては色眼鏡をかけて
見ていることがありますが、反省しなければならないようです。 
⑤韓国の偏っ
たマスコミ報
道の問題性 
・無条件に良くない側面だけをマスコミは見せるのではなく、良いと
ころも見せてほしいです。 
・マスコミもより積極的に互いに良い言葉を使い、子孫たち同士が先
入観、偏見を取り除いた目で互いに応援し、より多くの交流をすれば、
韓中日 3つの国はより発展できる国になるだろうと思います。 
⑥日本の歴史
認識・教育 
・過去史を正しく清算しないで日本が前へ進むことは難しい。過去を
隠そうとだけするところで、育つ人はまた同じように過去を隠すしか
ない。最後にこのような意味で古川氏をはじめ日本の良心的な方々に
敬意を伝えたい。 
 
（3） 韓国大学生の一次感想を読んだ日本人学生の感想 
韓国から送られてきた一次感想を日本語に翻訳して授業時に配り一緒に読んだ。それを
 共愛学園前橋国際大学論集 No.14 136 
読んだ日本人学生の感想を表 6 に示した。同じ文書を読んでいるが、「韓国人学生は思っ
たより激しくなかった」という感想もあれば、「日本人学生の感想より激しい」という感想
もあり、捉える側の状態によっても感想はすこし違っていた。 
 
表 6 韓国の大学生の感想を読んだ日本の人学生の感想 
テーマ 感想の内容の要約 
①態度への
印象 
・韓国人のレポートはやはり日本人学生のものより激しい言葉づかいのよう
に感じた。しかたないことかもしれないけど。 
・韓国人学生の感想ということで、反日感情むき出しの文書かと思ったが、
そんなこともなかった。議論は年配者に任せて、これからの世代は友好関係
が築けたら良いと思う。 
・韓国人はみな、日本人を嫌っていると思っていたので、もっと激しい意見
が出てくると思ったが、そうでもなかった。 
・韓国の学生の感想を読んで、やはり日本人として生まれたというだけで、
個人のことまで否定されている気分がまだある。でも、みんなはあくまで、
自分たちの間違いを認めない日本人を言っている。 
②自国中心
的な視点、互
いに相手の
立場に立つ
必要性 
・映画の捉え方はとても難しいことだけど、韓国の人の意見を見て考えさせ
られました。一方的な意見は良くないんだと両国の意見を聞くべきだと思い
ました。 
・韓国人・日本人それぞれの感想を読んでやはり自国のことを正当化してし
まったり、主観的になってしまうことは二国とも同じであると思った。主観
的になりつつも、他人の考え、相手の違いを聞こうと見ようとすることが、
お互い必要だと感じた。 
・日韓の感想はそれぞれ違うが、お互いが相手の立場に立つべきだと述べて
いる点は合致している。 
③韓国は被
害意識強す
ぎ 
・（韓国の感想は）全体的に「被害者」としての意識が強すぎるなと思った
（悪い意味でではない）。そこの意識が最優先にあるので、戦争について、
もっと深いところまで考える機会の幅が狭められているのではないかと、も
ったいない気がした。 
④教育の面 ・日本は確かに、戦争はいけない、みんな平和な世界にしようという教育を
行っているが、戦争の原因や挑発までの経緯は教えていない。お互いを理解
するためには、真実を知ることが一番初めにすべきことだと思った。 
・同じ年齢くらいの学生で、かつ、戦争とは無縁の状況で、生きているにも
関わらず、韓国人は日本人に比べて戦争について詳しく知っているし、熱い
気持ちを持っている。 
・日本は原爆が落とされたことばかり放送したり教えたりするのではなく、
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自分たちがやったことを教えるべき。逆に韓国は日本が 2回も原爆がおとさ
れ、多大な被害を受けたことを知ってほしい。 
・「自分は良く知らない」「学校で習わなかった」ではなく、まず知ろうとし
ないといけないと思った。 
 
（４） 日本の学生の 1次感想を読んだ韓国学生の 2次感想 
 韓国へ送った日本人学生の感想を読んだ二次感想は、2 人からしか送られてこなかった
が、2人の感想をテーマに分けて表 7にします。 
 
表 7 日本人学生の一次感想を読んだ韓国大学生からの 2次感想 
テーマ 内容の要約 
自国中心の
視点 
・韓国人と日本人の視点が、自身の国家中心の視線であることが確認できた。
日本の学生の中で「私たち（若い世代）がしたことではなく、過去のことで
ある」という立場もあったが、過去のことは現在と未来に影響を及ぼすと思
いますので、単純に過去は過去、現在は現在にはならないと思います。私も
日本人の立場を考慮せず発言した部分もあるので、一つの方向だけの視線で
あったことには反省します。 
・アジアの若者が自国の視点だけで見るのではなく、「（自分が）相手国の市
民だったならこうだっただろう」と相手の立場を考えて配慮することができ
れば、より良い未来へ進められると思います。 
反日感情は
誤解 
・私たちが反日感情を持って書いたかのように理解した方もいるようです
が、絶対そうではありません。表現がすこし激しいことはあったかもしれま
せんが、映画の中の他の国だとしても同じように考えたと思います。やられ
た国が我が国なので、すこし激しくなっただけです。 
・むしろ日本の方が「私たちが日本だから韓国の学生たちがそのように激し
く反応しているだろう」と先に考えて捉えているように思ってしまいます。 
日本文化が
好き 
絶対反日感情を持っているのではなく、私は日本という国が好きで、日本の
ファションと音楽も好きです。これから互いに先入観を捨てて互いに助け合
いながら生きられたらと思います。 
 
韓国からの 2次感想は 2人からだけだったので、テーマのバリエーションはないが、彼
らがもっとも強調していた部分を紹介した。 
 韓国と日本の学生たちの 2次感想を見ると、両方とも「自国中心の視点で考えている部
分がある」ことを述べており、そこからお互い相手の立場に立って考えることの必要性を
強調している点が構造として似ている部分であった。しかし、互いの感想を読んて書いた
2 次感想は、ポジティブな側面よりはネガティブに受け取った部分に対して互いに詳しく
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反応しており、日韓の学生両方とも「苛立ち」や「反論」がより広がりそうな雰囲気が感
じられたが、授業の構造上、2 回で交流が止まってしまい、十分は議論が出来なかったと
思われる。 
（５）まとめの講義の内容とその感想 
 日韓の大学生同士で意見交換を行った内容について十分な納得や意見の一致までには至
ってない状態で、筆者（呉）がまとめの講義を行った。すべての感想を読んだ上で、そし
て日韓を行き来している一個人の生活者としての視点も入れて、学生たちの疑問が残って
いる部分について補足しつつ一緒に考えるための講義である。呉は、韓国生まれ育ちの韓
国籍で、韓国で小学校から大学までの教育を受け、来日して大学院修士・博士課程を過ご
し日本で教育・研究活動をしてきた。2013年で来日 22年目になる。 
 この映画を用いて数回授業を実施し、学生たちの感想を聞くなかで見えてきたことの一
つは、日韓の学生が同じ映画を見ながらそれぞれ違う場面で自分が傷つけられたと感じで
いることであった。 
日本、韓国（中国）の学生が同じ映画を見るが、それぞれ映画のセリフや場面を通して
自分が「傷つく」と思う場面と「癒える」と思う場面がそれぞれある。立場が違うので、
一方にはとても重たい言葉・現象として迫ってくるが、もう一方には軽く流されてあまり
印象に残らないということである。 
 日本人学生が本映画を見ながら、自分が傷つくと思う場面として次の場面を挙げていた。
一つ目は、映画の最初に、神戸地震の様子が画面に映るとき、イ・ヒジャさんの「日本に
天罰があたったのだ。・・・冥福を祈る」という独白が流れる部分であり、二つ目は、韓国
でイ・ヒジャさんの故郷でお婆さんたちが「日本人からいくら良くされても、完全には信
頼できない」という場面である。韓国人学生にとっては、生活の文脈の一部として、とて
も軽い話として受け流すレベルである。日本人の学生は、日本人全体や自分が完全に否定
されたような感情を抱く場合が多かったように思う。 
 また韓国の学生たちも映画を見ながら自分が傷つくと感じる場面をあげていた。韓国の
学生は、一部の場面だけではなく、映画全体を通して日本人の学生より激しい情動体験を
していると思われたが、特に次の場面で強く傷つくと思っていることが感想文から伺われ
た。それは、①歴代の総理が靖国を訪問する映像が流れるとき、②その当時の韓国人が戦
争に徴用されたことは、植民地だから当然であったという発言があった場面、③靖国神社
の前で、「薄汚い朝鮮人は帰れ！」と叫ばれた場面、④靖国神社の前で、イ・ヒジャさんと
一緒に活動していた日本人女性が右翼の人に殴られる場面、⑤イ・ヒジャさんのお父さん
の魂を靖国神社から合祀取り消しができないと言われる場面である。③と④の場面に関し
ては日本人の学生も、「日本人として恥ずかしい、全ての日本人があのような人ではないこ
とを知ってほしい」と、切実に書いた学生もかなりいる。 
 また、韓国人も日本人も映画の中で救われる気持ちになり癒える場面としてあげられた
のは、イ・ヒジャさんを手伝っている古川さんと、活動に賛同して手伝っている人々の存
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在であった。政府関係の公的な機関としてではなく、民間・個人として長い間一緒に関わ
りながら協力してくれている日本の方々の様子に、韓国人の学生は非常に感動し、「許す感 
情」を抱く。日本人の学生も良い日本人がいてよかったと、一安心しているとも感じられ
た。 
 
表 8 講義の最後まとめとして出された内容の要約 
日本側に求める 韓国側に求める 
①加害国としての認識を持つ。関係ないでは
なく、歴史的事件に対する知識をもつ。 
（逆の立場をイメージする） 
②「知らない」「習ってない」に逃げない。
それ自体に韓国人は傷つく。良い事をしたと
自ら言わない。 
③反日教育のせいというより、被害当事者と
その家族の痛みを想像する。 
④日本では、植民地支配や戦争に関しては軽
くしか扱っておらず、小中高の教科書に載っ
ている量が極端に少なく、知識の量がかなり
違うことを知る。 
⑤自国のマスコミだけを頼りにしないで、多
様な視点を知る。できれば他国の報道も見て
みる。 
①戦争による、日本の一般国民の犠牲・被害、
一般人の原爆の被害をイメージする。 
②日本にいる今の若者たちは、日本国の子孫
として生まれ、（過去のことだけど）今、自
分が一方的に責め続けられているように感
じ、やるせなさの中にいることを想像する
（逆の立場をイメージする）。 
③韓国でも両国の政府間のやりとりなどは、
あまり積極的に教えてないことなどを知る。 
④日本の良心的な人々も戦争に関して、多様
な視点を持っていることを知る。 
⑤自国のマスコミだけを頼りにしないで、多
様な視点を知る。できれば、他国の報道も見
てみる。 
 
以上の内容も含め詳細に解説しつつ、最後の提案としての講義を簡略にまとめたのが表
8である。 
以上は、日本の学生も韓国の学生もお互いに相手の立場になって考える必要があると出
張していることを、筆者なりに考えつつ学生にも問いかける内容である。感想文交換で日
韓の大学生の現在の認識がどう異なるかがすこし分かったとして、次は何から変えればお
互い望ましい方向に向けられるかを問うことが目的の講義である。 
 
４ 考察：授業実施における困難点と今後の課題 
 本稿では、集団間異文化理解を目指す交流授業のやり方を、方法論として今後検討して
いくための第一歩として、まずは実施してみた交流授業について整理しておくことが目的
であった。ただし、文化と言いつつも、用いた素材が「あんにょん・サヨナラ」という戦
争や靖国神社が関係したものであり、歴史や政治絡みの認識の違いに偏ったことは事実で
あるが、「集団間対話」から自分達と他者達を新たな視点で見ることになるという点では、
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生活・文化の素材を用いた場合と変わらない。むしろ、生活文化より一段とレベルの高い
対話にしないといけない分野であると考える。 
本研究ノートは、歴史の史実や靖国神社と関連して是非を問おうとしているのではない。
「あんにょん・サヨナラ」を素材に行った授業の目的は、過去の歴史の上に立って互いに
未来に向かっていくために、まずは、互いの認識がどのように異なるかを知ること、その
上で方向性を一緒に考えていく機会を持つことである。授業の進行過程について、徹底し
た物差しを持って測ったわけではないが、授業実践者として筆者（呉）が感じた点を記し
ておく。 
 ①集団間文化理解は、国を超えての交流であるので、翻訳スケジュールを取り入れての
授業調整が必要で、難しさはある。また、本稿における交流授業は、日本は正規授業、韓
国は正規授業外の活動としてあつまり、2 回の感想文交流をしたが、両方とも正規授業に
し、より長期的に交流ができたほうが、効率的であることは言うまでもない。 
②交流授業が実現した場合は、漠然にマスメディアに出てくる関係ない他者ではなく、
自分が直接個人として関係しながら考えるので、「他者の存在」がよりリアルに感じられ、
他者理解・多文化理解にもよりつながるので、実践的意義は大きい。 
 ③他国の学生との交流もあるが、それ以前に同じ日本に住んでいる「自分たち」の様子
を認識することも大きい。同じ日本、それも同じ講義室にいる人なのに、異なる考えも多
いこと自体に互いに驚く。そんななかでも、他国まで広げて交流が行われると、「個人とし
ての自分」だけではなく、「日本人としての自分」「日本人としての自分たち」も意識しつ
つ、同時に他国の学生に対して「個人としての他者」だけではなく、「韓国人としての他者
達」「中国人としての他者達」を意識せざるを得なくなる。 
 ④筆者（呉）が担当している授業（東アジア比較文化論）では、日常の生活を素材にし
て映画を用いて、文化の違いについて授業内で考えたり議論したりしながら他者の視点と
いうことに接してから、「あんにょん・サヨナラ」の映画を取り上げている。日常の生活文
化ではなく歴史・政治が絡む問題へ取り組むと、いつのまにか自分の情動も揺り動かされ
ている体験をすることになり、単純な知識のレベルではなく「反応してしまう自分の身体・
情動」に直面することになり、より認識を深められていると思う。 
 以上に上げたことは、あくまでも実践してみての感想レベルであり、今後異文化理解の
教育法として確立していくためには、より緻密に準備し授業前と後の変化や、両国の反応
のスタイルの違いや、両方における変化プロセスなどより緻密に捉えつつ、追加の交流授
業を行い検討する必要がある。交流授業を重ねながら緻密な分析過程を通して教育法とし
ての理論化へ向けていくことが今後の課題である。 
 
注 
1) 共愛学園前橋国際大学 
2)  国際児童発達研究院 
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3) 中国政法大学 
4) 東アジア比較文化論は、1 年生から受講できる授業で、毎年 50-60 人前後の受講者が
いる。そのなかに留学生が 4-5 名参加しており、留学生と日本人学生の意見交流を試
みてきた。 
5) 交流授業にふさわしい素材性を検討するため、2011年 6月に日本の短編映画トトオを
用いた日韓レポート交流授業実施し、同年 9月には、日本人学生と筆者が韓国に渡り
直接対面した交流会のなかで、同じ短編映画「トトオ（約 30分）」や早稲田大学の余
語琢磨氏が撮影・編集した「バリ島の火葬儀礼（約 30分）」の映像を用いて交流授業
を試みた。映画の長さが 30 分程度で短い時間で取り組めるが、対の構造にはなりに
くく、効果的な討論素材としてすぐ使うのは難しいと思われた。「あんにょん・サヨナ
ラ」は長い分十分な時間が必要であるが、強力な情動体験を伴い、対の構造も出せや
すかったので、この映画を素材にして検討することとした。 
6) 韓国では、映画を一緒に見て簡単なグループ討論を行い、感想は帰宅してから各自書
いて Eメールで提出する形をとっており、2か国における授業のやり方は少し異なる
が、日韓の学生たちは映画を見て感想の交換をすることは全員初めてのことであった。 
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Abstract 
Group Inter-cultural Understanding（１） 
Through the “Round-Table Cinema” Classes between Japanese and 
Korean Universities  
Sunah Oh, Soonja Choi, Toshiya Yamamoto 
We have been attempting to seek the educational practices deepening intergroup 
cross- cultural understanding by members. The purpose of this research note is to 
summarize and determine the educational practices that we have done in the classes. 
The method is mentioned for the following. A university class in Japan and Korea 
worked together watching the same documentary movie “ANNYON SAYONARA” 
and discussed in groups, firstly in the each class in Japan and Korea and secondly, 
discussed in cooperatively Japan and Korea. We exchanged opinions and realized 
cultural differences about the recognition of the movie. As the conclusion, we would 
like to mention the importance of this study and prospective tasks.   
